
Rede一 く<有 と時》 に於る言葉の問題
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言葉が殊更問題となって くる時代は不幸な時代だと言われている。たしかにをうかもしれない6

生存の所在が円かな了解のまま即言葉に直結していく時代には言葉へのたじろぎも疑惑 も澄 こら

加 であろう・そして生存の足元が赤裸の無 鷹 呈 し
,答 うべき諜 咄 会いあえぬ時代に,

言葉は生存に落差 したまま不協和音をあげながら,殊 更面前に浮かびあがってくると言い得るで

あろう・しかしだからといって途旅 くれ軍 力・
、鼻 られまい・むしろそれだけ言葉が人間の存

在にとって決定的な関りを持っていること,だ ふら単左る伝達表現のための道具手段なぞでは左

く根底から人間の有 り方生 き方を規定する事柄であるごと,ハ イデッカーの言葉を借れば〈人間

の雄 は言鄭 基ずいている>US-241と いう事態であることをその根底にまで迫ま
って把持

す るに若 くはない。

もっと も・思考は言葉な しに存在 しえず,言 葉 を介 してのみ成立 し得 る以上
,思 考が根本的で

あろ うとすれば 自ずか ら自己反省 として言葉 を省察せざるを得ないであろ う
.ア リス トテレス,

ロ ヅク・ルソー・ヘノVダー・カ ッシーラ
・メル ロポンテ ィetc.と,言 葉 を主題 として考察 した

先哲 に も事欠 くことは ないが,こ うした重大な意義を孕 んだ言葉に関して
,言 葉の真の意味で`

:Radika1な 省 察を:なしているハ イデ ッカ」に
,小 論は教えを請お うと思 う。(:な 澄 この小論

は 『言葉 の本性一ハ イデ ッカーに於る言葉 の問題 』と題 さμた拙論の第三章 に該当す る
。従 っz'

言葉 が中心的問題 となるハ イデ ッカーの言葉 をめ ぐる省察の本論 たる中 ・後期の魯惟 にはふれ ら

れていない。引用記号は以下のとうりで ある。
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▲ は じめに

『有と時 』に於ては,<言 葉の実存論的一有論的基礎は話Redeで あ る>SZ160と して,

実 存力テ ゴ リーた るRedeが 分 析の中心 となる。 この観点か らすれば言葉 とは〈Redeが 外 に語

りだ された有 り方DieHerausgeschprochenheit>161で あ り,こ れは 『有 と

時 』以降で言われ る言葉 とは意味合いを異に してい る。 ここではむ しろRedeを く言葉の本性〉

とい う了解の下にRedeに 関す るハイデ ッカーの所見を中心に'してとらえてみたい。

▲現有,世 界一内一有

『有 と時 』はく有の意味への問い〉を具体的に仕 上げ ることを主導 目標 とす るが,そ の問いと

の連関の下で,人 間はく有了解〉 をその本性 とする有 る ものとしてく現有>Daseinと 名 づけ

られ,こ のDaseinの 根 本体 制は世界一内一有In-der-Welt-Seinと して規定 された。

現有は世界 の内に有る。 それは直前に事物的に有る 「世界」 とい う客観 の内に 「心」 「意識」 と

い う内的主観 が あって関連 し合 ってい るとい う事,即 ちく或 る一つの直前に有 る主観 と或る一つ

の直前に有る客観 との中間 に直前的 に有る交渉の関係>132と い うことではない。〈主観 と客

観 は現有 と世界 とい うようなことと決 して合致 し左い>60ば か りか,、この世界の一内に一・有 る

とい う現象 を爆 破 してしま う。132現 有はデカル ト的 コギ ト,即 ち〈 自己点>146の 如 きカ

プセルの如 き〈内面圏域>62と してまずあ り,そ の後に外的 「世界」へでてい くとい うのでは

fiNの で ある。現有はその原初的な有 り方 に於ては既にく外へ出ている〉,即 ち世界へ と〈超 え

でているuberste'igen>WG43
。 現 有はまず初めに既に世界へ と超 えでて世界の下に身

を挺 してそこに脱 自的 に住ま っているのである。

▲世界,指 示性

現有は世界の内に有 る。 ここで言われ る世界 とは〈世界の内部に有 る もの〉の総 和で も実存性

を欠 いたく 自然物の有〉た る自然のことで もない。総 じて,現 前する ものの全体(KOσ μOS)

とい うギ リシヤ的な世界で も,キ リス ト教的神学的に表象 された被造物(mundus)で も,通

俗的近代 科学的z表 象 された宇宙(Universum)で もない。US24世 界 とはその内に事実

的な現有が現有 として生 きてい る一種の場 であり,62こ の世界はく手前 に有 るもの を内世界

的に出会われる有 るもの として開け渡 し,の みな らず更に他の人 々を も彼等の共現有に於 て開け

渡す>123そ うい う開けの場なのである。現有は この世界 を予め開示 し,開 示 されたこの世界

が内世界的に有 る諸事物,他 者 を出会わせる場処 と成 るのである。75/6

この世界の構造,世 界性が指示性(Bedeutsamkeit=根 源的 な意義性)で ある。〈究極

的な何 のため〉 〈す る一ため〉〈そのため〉〈帰趨の何 の もとに〉〈帰趨の何 に関 して〉 とい う

世界 を構成 している諸連関は指示するbedeutenと い う仕方で現有の 了解的指示 によ り先行的

に関連 づけられてい るが,こ の〈関連全体〉 がく指示性〉 といわれる。即 ち,己 が有 に澄いて己

が有を関心の的 とす る現有はく己がために実存す る〉 が,こ のく己がためUmwillenWG37
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seiner>を 根 拠に してく究極的な何のためWorumwillen>が 成 立 し,こ のく究極的左

何のため〉は第一次的 な何 のためとして,内 世界的に出会われ るものがく何の許 で〉〈何 のため

に〉〈何に よって〉用い られるのかといった有 るものの有の性格たるく融B。w。nd・ 。i、(

事情性)〉 を成立せ しめ・道具 として〈～ のため〉 とい うUmZU連 関 を形成す る内世界的 に出

会われ る ものがく手許に有る もの〉 として道具的 な ものとして現有に出会われて くる。世界は指

示連関 として先行的に世界 を開示す る現有に親 し・まれ基づけ られてNる 一種 の場なのであ り,単

にく理論的認識〉 が以上の言わぱ生 きられた世界 との接触 を知 らず忘 れ去 った後で表象する事物

的 な世界光景ではないのである。

▲ 開示性,Da

以 上 の世界一内一有 としての現有には,そ うい う己れの有を己れの有において開示 されている

明 らめ られてい るとい った事態が本質的に属 している。<現 有 とは己れの開示性で ある>133

現有 は他 の何i2拠 ってで もな くまさし く己れのく 内なる自然の光1umennaturale>133

に拠 って己れの有 をく照明 されている〉。つま り現有は〈己れ自身に於て世界の一内に一有るこ

ととして明け開かれている>133の で ある。人間存在 たる現有は・木石や動物 とは違ln,己 れ

の有の風光 を閉ざされず己れの有 に吾いて開かれてい,覆 われていず(=Da),己 が有 のみな ら

ず非現有的左 ものの有 を も開 き照 らしているのである。〈 この有 るもの(Dasein)に とって

固有 なることは己れの有とと もに有に拠って この有が己れ 自身に開示 されているとい ラことで あ

る>12こ うした開けOffenheitを ハ イデッカー一は隠 されていず発見 されていることとし

て真盤 あるいはDaと も言 うが220こ のDaを 構成 している ものが了解・情態性・話である。

この三つは実際には相即不離の関与の内(rC一一体 とな って生起 し,等 根源的にDaを 構成 している

ことをさしあた って強調 して澄 かねばな らない。

(二)

▲ ロ ゴ ス,Rede

ハ イデ ッ カ ー は λ6γoく,λ ε7ε`ン と い う'語を 手 が 力幼 にRedeを 以 下 の 如 く考 え て い る 。

Daの 諸 構成要素 を述べRedeを 明 確にす る前に,Rede分 析 の導入 としてその要点 をみてみた

し(o

人間存在 はギリシャ時代〈ζあoン.λ67ン ζZoン(言 葉 ヲ持ツ生キモノ)〉 として とら ・25

え られたか,こ の λεγεiv(話 ス コ ト)と は〈語 りかけた り論 じあったりすることの内で出会

-われ る有る ものの有の諸構造を獲得するための手引Leitfadenで あ る〉 あるいはく有の25

解 釈のための習歩紐Leitband)≧261で あ る。律 って理性・判断・概念 などとい う!10ros

の多 義性 を うちは らいその〈根本意義〉にお いてみればRede(話)とNう ことであり,し か も

その話は有 る ものへ と近 づ き有 る ものの有 をとらえる手引,通 路 とい うことが言える。更'2詳 し

く言 えぱRedeと してのロゴスは δηλoひv(顕 ワニスル)α πoψ αどvε σBac.(見 エ シ
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メル)-と い うこと,即 ち話の内で話題 とねってい る当の事柄 を顕 ワニシ見エシメ話者に も対話者

に も近 づ き得る ものとす るζとであ り,従 ってRede(λbros)'と はく 挙示 しつつ見え しめ

るとい う意味での顕 わにす ることderOffenbarmachenimSinndesaufw一.

で ある。別言すれば〈 ロゴスには不覆蔵性,隠 レナサ トeisendenSeheulassen>32

ノ

シテノ真性畷 卜 ληθεrα が属 して いる>219と い うことで あb〈 発見 しつつ有 る〉 とい う現

有の有 り方(ご 真性)に 於て発見 されて南る もの がく如何 に有 るかを言い現 わす>219と い う

意味に於て,世 界内部で出会われる ものへ近づ く通路で あり〈 この有 る ものの有の規定のための

手引> ーで あるといえる。154

このRedeを 成 立地盤 と して表立 った 「言語活動」は為 されるわけで あるが,Sprechen(

話す こと)はRede(話)の く具体的遂行>32と して・単 なる声をだ しての発言にとどま らず

く見エルモノヲ トモナッタ音声一その内でその都度或 る ものが看取 されている音声>33と 規定

される。

我々は以 上によってハ イデ ッカーの言葉 の省察が,従 来 の言語観 たるく内的心の動 きの声に出

しての表現・伝達>US、4の 一つだとい う主張(こ れは これで正 しかろ うが)'と は根底 的に相

違レ 燗 の〈一層高瞭 質>48と して有るもの輝 示 し有を看て取るというところに言葉の

本性を見だして喚る事を了解するとともに・後に〈言葉は有の到来である>UH70<有 は言葉

の内で現成する≧HW286〈 言葉は有るものの開けのただ中にいで立つ可能性を初めて与える

>EH351あ るいは更に〈その内に於て人間が大地の上に蒼窩の下に世界という家に住むとこ

ろの境域 を開け放 『そいる>Hebき8と か・Sage(言)=Zeigen(示)=有 る ものを見え

しめる現象せ しめるとして言葉 の本性をと らえて くる,先 駆的萌芽 が存す ることに留意せねばな

るGまい。

さて こうしたRede(Aoros)の 性 格をみてとるた らばく内なる自然の光〉 と して世界,自

己 を開示す る現有の開示性=D'aを 構成す る三つの要素(Verfallenを 入 れて4つ と もされ

る)の 一 つとしてRedeが と り上げ られているの が予め理解 されて くる。次にその諸契機 を考察

す ることによってRedeを 更 に詳 しく把握 してみたい。

▲情態性(被 投性)

人 間の感情的な側面(情 動,気 分,感 情)は ア リス トテ レスの後,ス コラ神学,近 世哲学を通

じその根本意義がと らえ られぬまま・知性 と意志の単なる随伴現象 と見なされて きたが130
,ハ

イデ ッカ7は この感情的な側面を積極的に評価 してNる 。例えば〈感情 の状態性dieZusta

とNう 観点か ら次の よ うに言われている。一nd1ichkeitdesGef髄hls>NI62/3

<感 情 とは我 々が有る ものとの,従 ってまた同時に 自分自身との関係のなかで自分 を発見する

様相であり,我 々が自分ではない有 る ものと自分 自身との両方へむけて 自分呑気分づけ られてい

るのを見出す様態 である〉。要す るにく我々がその時折 に物事や 自分 自身 や仲間の人間達 に同時

に接 してい る状態〉〈現有がその内で脈打 っている状態〉 が,感 情 に於て開示 されて くるので あ
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る・感情 の状態性は言わば燗 存在 の原初的風光で豹 く根源的な ものであh>
N、63現 有 の

有の開示においてその開示性,Daを 構成す る重要 な契機 である。 こ うした〈感情 の状態性〉 は

『有ζ時 』では〈情態性一Befindlichkeit>と されみ よそ次の三つの性格を持つ。

(1)情 態性 は現有の有,Daの 被 投性,事 実性とNう 性格 を開示す る。被投性 あるいは事実性 と

はくいずこか ら〉 と も〈いず こへ〉 ともわか らぬままに暗が りに留 まっている有 ,Daの 内へ

現有が投 げ こまれ・そうした暗が りの深淵た る有へ と〈引き渡 されているUberantwortung>

とい う現有の有の性格で ある。 この ことはく彼 自身に依 って彼のDaの 内へ もたらされたので

は無い>284と い う現有のく負 目〉 とい う性格・あるいはこの被投性 を受けとめる時の本来

的気分たる不安 とい うことにつながる。

(2)情 態性は我々がその時折に物事や 自分自身(実 存)や 他者に同時に等根源的 に接 して,そ れ

らを開示 している状態 である。つ'まりその都度の全体的な世界一 内一有 を開示することである。

(3)情 態 性は〈世界の原初的発見>138で あ る。 予めすでに開示 された世界が,内 世界的 にあ

る諸事象,他 者 を出会 わせる場処 を与えるので あるが この世界の開けWeltoffenheitを

共 に構成するの が情態性である。情態性の開 く世界 があって内世界的なる ものが我々に近づい

て出会仏来 る。

以上の性格 を持つ情態性 はく心的状態を 目前に見出す こと〉 で もないし,内 ・外かち136

生 じる もので もNi。 〈全 ゆる認識意欲 の働 きに先立 って〉世界へとく無反省 的に>136引

き渡 し譲 りわたして身 を挺 しているそのさ中に突如襲 うuberfallen世 界 ・他者 ・自己の

原初的発見である。

▲了解(企 投)

情 態性 とと もにDaの 有 を構成 しているのが了解 であ り従 って現有の有は情態的な了解,了 解

的 な情態性 として性格 づけ られる。335

了 解 はく認 識作用か ら生 じて来た知識 とい うものではな く〉 そ うした知識,認 識作用 を124

初 めて可能にする根源的 な現有の有 り方で ある。先に世界 の世界性 としての指示性,そ れを基づ

ける究極的 な何のためにつ いてふれたが,指 示性や究極的な何のためが開示 されるの も現有が己

れの有に於て己れの有 を了解するとい うこの了解の有 り方をす る故である。了解は世界を構成す

る諸連関 をく先行的な開示性に於て〉 予め開示 された有 り方 にお いて保持 していて,諸 連364

関 の連関全体たる世界性 を開示 しているのである。

さてこの了解とは詳 し くはいかなる事態 か。有的に も何かを了解 しているとは,〈 何かを為す こ

とがで きる〉 とい う事 と相即不離で ある。 目の前の ものが〈ペ ン〉だ と了解 してい ることは同時

にそれで字 を書 くことがで きるとい うことを意味する し 「了解 した」 との答えは 「や ります」の

意味を指す。同様に存在論的に言って も,了 解 とは可能で有 ることを意味す る。現有は可能存在

で ある。それは現有が何 か直前に事物的に有 ってその上になお・何事かを為 し得るとい う事,有 っ

た後に何かを可能性 として持 っているとい う事ではない。 まず第一次的に現有は有 り得ること
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Sein-konnenで あり,己 が有の可能性として常にその有の可能性を企投 しつつ有る。'しか

も予め狙いを定ぬ計画することな く一定の可能性へ投げ込まれていて,そ の被投的可能性を企投

するのである。こうした被投的な己が有の可能性に向って企投しつつ有る事,〈 現有の有は究極

.的な何のために向って,ま た同様に等根源的に彼のその都度の世界の世界性たる指示性に向っで

企投する>145とNう 事・そして現有がいかなる事態にあるかを何 らかの仕方で承知している

という仕方で開示している事336 ,これが了解とNう 事である6総 括 してNえ ぱ・被投的可能性

たる現有はこの諸可能性へと非意図的に企投 しつつその企投している可能性の方から己れを了解

しつつ常に可能性として有り続けるという事が了解(企 投,実 存性)で ある。

▲解釈

了解を形成し上げるのが解釈でありその派生態が陳述である。解釈に於て了解はその了解内容

を了解しつつ我が ものとする。'それは了解内容を認取するKentnisnahmeと いう事で左 く了

解に於て企投 された可能性を仕上げるとい う事である。〈世界の了解に於て開示されている指示

性に基づ き出会われる諸事物に関して如何なる帰趨が成 り立ち得るかを現有は自己に了解せしめ

ている〉 、48が ・ こうした手許賄 る ものは解榔 よってs〈 或 るものとしての或 るもの

etwasalsetwas>とNう 形で表面化す る。<と してAls>が 解 釈に よって表明的に

なる。

以上了解 と解釈 とい う事 から次 の事が帰結する。①何 の了解 も解釈(と して)も 付着 していな

1(<赤 裸 の直前に有 る もの>150が 経験 されて しか る後 にそれ らの事 物に 「意義」や 「価値」

が投げ かけ られ 「扉」 として 「人間」 として受け取 られ るのではないとい うこと。現有がDaし,

世 界 の内2有 るやInな や,一 切の事 象は何 らかの ものとして前反省的前主題的 に了解 されている。

このく として〉が解釈に よって初めて表明的に左るだけで ある。我々の 「原初的世界」は単 なる

一「感覚」 と 「行動」の世界ではな く,既 に何 らかの意味 を荷負 らて出会 われている世界で ある。

②従 って解釈は〈解釈 され るべ きものを既に了解 している>152の で ある。 つま り解釈は了解

に於 るく先一構造Vor-Struktur>r先 持(解 釈 される ものを解釈に先立って持 っている

事),先 見(先 持 の内にある ものを一定 の解釈 可能性に照準 を合わせている事),先 把握(解 釈

が何 らかの概念 に従 って把持 されるとい う意味で一定の概念性 に向 って己れ自身を決定している

事)一 の内に動 いてい る。解釈は無前提では左 く,ま してや内的主観 の構成 した ものでは左 く,

そ の都度了解 されてい るく解釈学的状況>232の 内 で動 き・それ らに よって養 われている。'

▲意味

被投的了解 に於て開示 され解釈に∂よって表明的にな って くる ものが何 であるのかを,Redeに

つ いて述べ る前に触れてたかねばな ら左い。実存論的解釈学的くと して〉 と了解の先構造 として

見えるよ うになる もの,こ れが意味Sinnで あ る。従 って了解に於て分節可能 なるものと して予

『あ描 かれ
ている ものであ り,そ こに或 る ものの了解可能 性Verstandlichkeitが 保 持 され
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ているところの ものであ り・了解 しつつ開示す ることに於て分節 され得 る ものの事 である。別言

すれば,先 構造 を持つ了解が企投 している処 であり,そ こか ら或 る ものが或 る ものとして了解 可

能に左る処 である。以上か ら意味 とは現有の実存 カテ ゴリー として,世 界の内に有るととに於て

胚胎 し,そ こに生起 している ものであって,事 柄 に附着 してNた り,事 柄の背後に存 した り,「

心」の内にあったh,物 と心の中間 に宙 に浮いて漂 ようものでは左1(と い う事が強調 されねばな

らない。 そして更 に言い進め るな.らば,意 味 とは有 る
.ものの有 と密接す る。了解的企投 に於て開

示 されている ものは,有 る ものが どのように有るのかとい う〈有 る ものの有 り方〉 可能性151

の ことであ り,意 味 をと らえるとは〈了解 可能性 の内に入 り来 っている限 りでの有それ自身を問

う事>152だ か らで ある。<厳 密 に解 され るな らば了解 されているのでは意味ではな 〈て有る

もので あり乃至有 である・〉 ・5・ か くして搬 的企投 がそ ひ 向 ってな され・分節 され うるも

のと してyそ の内に了解 可能性を保持 している意味とは,有 の隠れなさとしての真性,有 のDa

で あ るといえる。意 味を内的主観 の構築物 と捉 える近代的思弁 を,そ の根底へ と打 ち破 り,我 々

の生 きられた真の地平,現 有の有,世 界と人間との始源的接触 のさ中に生起す る ものとして捉 え

ることに よって,ハ イデ ッカーは,意 味 を初 めてその来源 した故郷に帰 したと言える。

(三)

▲Rede

以 上 か ら情態的了解,被 投的企投 が,己 れの有の事実性 と可能性のただ中に立 ち出で,世 界 ・

Daを 開示 し,世 界の内GZ有 ることの開示性 の全内実 を明 らめ,そ うして明け開かれた ものを情

態的に了解 しつつ受 け$Xめ る事で あることをのべた。言わば前反省的 「非理論的態度」159た

る被投的企投 は,何 の 「知」 も了解 もない人間の単 なる 「実践的態度」などではな く,慨 に全ゆ

る認識の土壌と して,そ こか ら解釈 も陳述 もその内実を汲 み取 って くる基底である。そ して さら

に了解 された事柄(=意 味)が,Als構 造 に於て表明的に固定 されて くる解釈に もふれたが,

こ うして了解内容が分節 されて くるところICRedeが 問題 とな って くる。情態的了解内容 の分節

化 としてRedeはDa,開 示 性 を情態性,了 解 とと もに等根源的に構成す る。

〈世界 一内一有の情態的了解 可能性は話 として 自らを語 り出す。〉 了解,情 態性 の内に161

胚 胎 す る了解可能性,分 節 され得 る ものとして この了解可能性 を保持す る意,こ うした ものが

Redeに 於 て初 めて了解 内容と して,分 節 された意義として表明的に確保 されて くる。Redeと

い う現有の開示性 がなければ,Daに:訪 なう言わぱ原初的 な人間存在 の風光といった ものは　漠 と

と して 自覚化 されずに遠景 を掠 めてい くだけであろ う。〈了解,情 態性,頽 落 によって構成 され

ことによって明確に保持 さるDaの 開示性 の全相はRedeに よ ってその分節を受取する>349

れ て き,現 有は己が有の開示性 に近ず く事 も,そ れを看取 る事 もで きるよ うになる。そ して この

Redeを 基 にして表立 った言語活動たる解釈陳述 も可能になって くる。Redeは 言 わば一切の言

語活動 の原典資料 であり,生 きた ロゴスの成立基盤で あh,こ の地盤 を忘れた解釈や陳述は,そ

の生 きた意味,「 生まの現実」 を保持 し得ず思弁に脱 して しま う。Redeは く現有の有体制に属
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し現有の開示性 を共に構成する もの>169と して世界の内に有ることとい う原初的にく生 きら

れた事実性〉の土台の上に しっか りと支え られていて,世 界の内に有 ることの全相 を
,分 節する

事 に・よって確保 し見守 ってい るといえよう。 〈話は,世 界の一内に一有 ることの情態的了解 可能

.性 を意義に従 って分節す ることであるQ>162

このRedeは ・ その構造か らみれば,話 されている当の事柄を保持 してNる 故,〈 話 され る も

の〉 ・話 された内容としてのく話 されたこと〉,話 された事柄を他者 とともに(mit)表 明的

に分つ(teilen)こ と としてのく伝達Mitteilung>,情 態的 に有 る現有 の自己表出と

してのく表 明〉,の4つ の構成契機か ら成h立 って いる。

〈表明>Bekundungあ るいはく証 し>Bezeugungに 関 しては後に次のように述べ られ

ているので・その要点を記 し,Rede論 の理解のよす がとしたい。人間 とは〈 自らの何者たるか

を証 し遡 駈 らぬ者 である>EH34が ・ そ うし姐 己の有の証言はく人間の有の附加的副次

的な表現 ではな く・人間の有の附加的副次的な表現 では左 く,人 間 の現を共 に構成 している>E

H34も の として・口に出 しての言語 とい う派生的副次的言語 の来源た る原初的な言語(=話)

で ある。 自己の有の開示性を証言する事 と,現 有で有 ることとは現有にお いては一つの事 である
。

現有妃 れが有るという敦 拠って浸 の有に於て課 さら嬉 志>US
1、 の介在 もなく,既

に何 がしかを語 り出 しているので あh,こ の原初的 左語 り出 しを原典に して
,そ れに聞 き入 り,

そ れを追語す る、nach-sagen事 に:よって,初 めて表立 った言語 活動 も可能 になる。 この意

で・Redeと は ・眠 った り食べた りするとNう 人間の諸能 力活動と並存す る一能力ではない。〈

人 が有 る〉 とは同時たその有を語 り出 し証言 しているとい う事で ある。 目醒めていて も夢の中で

も本 を読んでいて も仕事 をしていて も人 の話 しを聞いていて も,人 はた えず異 さ ら左意志の介在

もな く・その被投的投企 とい う有 り方 において自己の有 を語 り出 してい るのである。 話な
US11

しに は・人の有の開示 とい う人の本性 も生起 しなN,こ の意 味でく人の有は言葉に基ずいている

>EH36の で ある・以上の如 き事態 を指 してハイデ ・カ～はく現有が言葉 を持つ>

165と 定

義するので ある。

▲Redeの 様 態

:Redeと は ・語 や語句 の結合 と しての普通考 えられる表立った言語表現の成立基盤で あり
,世

界 の内に有 ることの全相・情態的了解可能性,'意 味を分節 し紡 ぎ出す ことであ り,従6てRede

に は〈声に出して発言す ることは本質的な ことではな く〉,む しろ沈黙や聴取
,更 にはく211

良 心 の声〉に知け るく喚 ぶ こと〉 を,ハ イデ ッカーはRedeの 本質的可能性,様 態 であるとして

tiるOこ の ことは後 咋く恐 らく言葉 は性急に語 り出す ことよりもむ しろ真の沈黙を要求す る>

U

H92<語 嬬 る事 と聴 き得 る事 と`は等根源的である>EH36あ るいは・〈呼ぶ事〉 によって

有 る ものの現前 をもたらレ 方域世界を開示するとい うよ うにus
,言 軟 本質的媒 として・

沈 黙,聴 従,呼 ぶ事 を考えてNく ことに連な ってい く。

沈黙は唖・無口にな ることでは左い。沈黙はRedeの 様 態と して何 ものかについての了解可能
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性を分節 してい る。冗長で止 め度 ない陳腐な 日常的な空話が,Da,世 界 一内一有を閉鎖 し,公

共性 に基ず く地盤のない平均的解釈を しか露呈 しえない事 に比 して,真 に了癬可能性 に向い合い,

その豊かな内実を保持 し〈豊 かな開示性 を駆使 している〉 といえ る。む しろ沈黙 を背景に して こ

そ言葉 は真性た り得 るのである。〈沈黙は言葉 な くして も存在 し得 る。 しかし沈黙な くして言葉

を聞 く事 がで きる。正 しい言葉 とは沈黙の反響 に他 な らない。〉(M.picard:DieWelt

desSchweigens,S.23)従 ってまた沈黙 に於てのみ他者の言 う事 も聞 き得ダ他者と

〈共 に相互 に有ることも〉透徹 した仕方 で可能 となる。沈黙とは同時 に聴 くことであろ う。

聴 くことは,語 られている音響 としての音声を聴 く事 を本質的な事 としない し・語 っている他

者の 「内部主観 」に聴 き入 るとい うことで もない。〈他人の話 をじっと聴 く事に於て も吾 々が差

当 って失ず理解するのは,言 われた事で ある……吾 々は初めか ら既に他人 と共2,そ れについて

話が左されているところの有る ものの もとに有 るので ある〉 、64
.総 じて聴 いているのは・儲

の話に於て言われた事柄その もので あh,自 己の有 に於ては〈関心〉 か ら来 るく友人の声〉であ

h,つ ま り有がDaと して開かれたその開示,被 投的企投 に於て情態的 に了解 された意床,そ れ

を聴いているといえ よう。

さて〈喚ぶ ことRufen>と い うRedeの 今一つの様態に関してはく良心の声〉〈友 の声〉 と

して次の ように語 られている。良心は喚 び声Rufと して・<無 なることの根拠で有る～二と)283

ニ〈 負い 目〉 とい う現有の有の姿を喚び覚ま し,〈 ひと〉に喚 びかけて己れの最 も自己的に有 り

得 ること=〈 先駆的決意性〉へ と黙 しつつ静寂の内に喚 び起すのであるが,こ の喚び声はく私の

内か ら私 を載 て くる>275と ころのくそれE・ 〉の喚 びかけであるとされ る・ このE・ は結

局現有の有の根底 たるSorgeで あ るが,後 に,現 有のDaに 有 からの関与が存すると積極的に言

われて くるの`こ呼応 して,Esも 単 に現有の有たるSorge`こ と どまらず,有 そのもので あり,

言 葉 とはく有の音 なき声の語 りかけ〉 を聴従 しつつ言葉`こもた らして くることだと言わwM49

れ て くる一つの萌芽的な記述があることを,こ こでは留意しておくべきであろう。

▲言葉,陳 述

<Redeが 外 に語 り出された有 り方が言葉(語 の全体)で ある。>161RedeはDaの 全 相

被投的企投の情態的了解可能性,意,有 のDaを 分 節することとして,言 葉の原初的な基底 を

なしてい る。 とい って もRedeが 言葉 と全 く別 に成立するとし(うので もない。内語 にしろ書 くこ

とに しろ,演 説に しろ,報 告に しろ,読 むことにしろ,黙 して聴 くことにしろ,普 通 に言われて

い る言葉,言 語活動 が為 され る時同時に,そ の根底に遍 く存 している言葉の成立地盤 といえる。

言:葉はその根本か ら考えれば,Da,情 態 的了解可能性 を分節す るとい う有 り方(=Rude)を

していると言 って もよい。 ちなみに,意 義とは了解可能性 を保持する意 とい う分節 可能 なる も

のがRedeに 於 て分節 された ものの事で あり,Redeが 外12Ah出 され ることに応 じて言葉(語)

に現 われて くる。 このRedeと い う有 り方をふ・まえてみれ は1,〈 諸 々の単語 とい う物Worterd

-ingeが あ ってそれに諸 々の意義が賦与 されて くる>
161と い うことでは なく・む しろ諸意
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義へ と語 が生N立 つて帰属 して くるといわねばな らない。また・Redeに 於 ては発音することは

本質的な ことでは左いが・<諸 々の語に於て声に出して発言する こと>32と してのく語 ること

〉 は・Redeの く 具体 的遂行>32と される。

さて以上の表立 った普通 に考 え られ る言語表現 は,詩 とか感嘆語 とかは別にすれば・ 日常的に.

しろ理論的学術的 にしろ大抵,陳 述(判 断)とNう 形で遂行 されてい る。陳述 とい う事 を今少 し

立ち入 って考 えなが ら更にRed、eの 何たるかを椎 っきりさせたい。

解釈 した り判断 した り陳述 した りす る事の根底 にRedeが 存 し,陳 述が被投的企投に基ず き解

釈の派生態である事,ーそれ故 に陳述 の述べる事,意 味は,既 に被投的投 企に於て胚胎 していう意

あるいは〈先一構造〉〈としそ一;造 〉に由来 し,そ れ らを変様 しつつ も保持 してい る事は,

上 述 した事柄から明 らかであろ・う。 この陳述はRedeの 構造 に呼応 しつつく伝達 しつつ規定 しな

と規定 される。例 えば 「このハ ンマーは重 い」と陳述す るとしよう。 この陳が らの明示>156

述 に於zは,「 重 いハ ンマー」とい う有る ものが明示 されてい るのであ り,単 なる表象 や心的状

態 が示 されているの ではない。またそ うして明示 されたハンマーはく重い〉 と規定 され,外 に語 りだ

されて くることに於て,共 に 「見える」ーとNう 仕方で他者 とともに分たれ る・つま り伝達 されて

い る。つま り陳述 とは,ま ず主語 とな お無規定の事物に出会tn,そ れ か らその基体的事物の諸相

を規定 し述語づけ,そ こでと らえ られた内容 を他者の主観 に伝えるとい った事ではな く・〈重す

ぎるハンマ ー〉 としてのハンマーが一挙に出会われ,そ れが陳述の単 なる形式 たる主語一述語の図

式に分離 されてく このハ ンマーは重い〉 とtiう 形をとったのにす ぎない。陳述・総 じて一切の言

葉は,言 わば言葉以前の人間 と世界との原初的交わ りたる世界一内一有,Daに 基 ずいてそ こか

ら来源 する。<解 釈 ど了解か ら陳述は出ていて>160〈 そ の 「起源」 を見廻 し的解釈の内に持

「ハ ンマーは重い」とい う発言は,ハ ンマーを持 ちそれ を使 って釘 を打ち込って いる。>158

む と い う行為の場 にその土台 を持 っているので あり,こ の行為 の次元 に於て萌芽 しRedeを 介 し

て分節 されて くる意味',了 解内容が∫陳述によって表立 って表明 され伝達 されて くるのである。

〈陳述はそれ自身で,有 る もの一般 を第一次的に開示 し得る如 き宙 に浮Nた 態度では決 して な く

世界一内一有 とNう 基盤の上に常に既 にそれ自身を保持 している>156こ う した陳述の性格 を

考えるな ら,真 理(=真 性).の 所 在が陳述にあるのではな く,〈 陳述の 「所在」が真性に ある〉

のだ とい うハ イデ ヅカーの真理観 も容易に理解 されて くる。226

ハ イデッカーの言 う真理 とは,有 る.もの が禿見されて,隠 されていないとい うことを意味 し,

それはDa地 平,・開示性・ 自由二く有 るものの露現性 の内に晒す こと>WW16とNう 現有の体

制に基ずい ているので あり,こ の地平で発見 され顕わにな った もの(=真 で有 る もの)が ・陳述

の内に保持 され伝え られ語 られて くるにす ぎないので ある。真理 とは,'ま さに我 々の世界 とのそ

の都度の曇 りな く開かれた始源的接触の内にあるので あり,だ か らこの地平をはなれ・事象 をア

プ リオ リな 「内的主観」の内に基ずかせ,そ れを言葉に もた らして,そ の陳述 を・ 「普遍的客観

的妥当性」 を有す る 「真理命題」 とのべたてて も 「生ける真理」は失 われて し'まってい るのであ

る。<真 理は命題を故郷 とせず>WW13で ある。
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これまでの言語学は・以上の ような来源 と根底 を持つ ものと して陳述,言 語表現を捉 えずに
,

文法・品詞・音翫 どといった〈言葉 の前景>EH3
6あ る いは 「死んだ形式 」の内で言葉 をと

りあつかln,こ ねまわ し・ずたずたに切 り刻むだけであ り,人 間存在の原初的次元 で生起 してN

る生 きられた言葉その ものを忘却 していたと言 うことがで きる。伝統的く形而上学がヨ_ロ ッパ

の 「論理学」と 「丈法」という型態璽 蓼 既に古 くから諜 の解釈を支配して きた>
UH54

ので ある。それは単に言葉 についての学問的成果が不十分であった とい うことkと どま らない
。

人間の本性たる・有了解・有の開示 を覆い隠 して,人 間 の存在 の根拠 をゆるがせにしていること

を意味 しているのである。

▲移行

被投的投企に於 て開示 され る情態的了解 可能性,更 に言えぱ有の開示,有 のDaを 受 け取 め分

節 し確保する手引がRedeで あ り,言 葉 はこうしたRedeを 基 としていることが解明 された。そ

こには・ 『有と時 』以降の言葉 をめ ぐる省察の種 々の萌芽が有 るとして も,今 だ言葉が現有 とい

う世界の内に有 る ものか らのみ焦点を当て られていることが留意されねばな らない。 『有と時 』

に於てはく空話〉 とい う〈現有 の日常性 を有論的12層 根源的にま:なざ しに もた らそ うとす る>

166こ とがね らいであ り・ この限定の内で言葉の問題がふれ られているにすぎ左いのである・

<現 有の有の体制 の的に吾ける言葉とい う現象の占めるべ き有論的 「所在」)
166を ・現有の有

り方たる〈Redeを 手 引〉 として明 らか'2し ているだけである。だ から〈言葉の実存論的一有論

的基礎〉 としてRedeが 分 析され,〈 現有的 に有る もの〉 としての言葉の側面 が問題 とされたと

はいえ・<言 葉 としての言葉 の有>USは ・ 今だ主題的 に探求 されてはいない。 それ故ハイデ ッ

カーは今後の言葉をめ ぐる究明 の課題 とい う事にふれ,疑 問符 を伴 いなが ら次のよ うに述べてい

るのである。<畢 意,哲 学的探求は次 の如 き事を問 う事 をtoつ かは決意せざるを得ない……一体

如何 なる有 り方が言葉 には総 じて帰属す るのか……言葉は,内 世界的 に手託 に有 る道具の一つで

有 るのか,そ れとも言葉は現有 とい う有 り方 を もつのか,或 いはまた両者のいずれで もないのか

…言葉 の有は一体如何な る有 り方を しているのか〉 〈言葉の有は暗が りに留ま っている…
166

言葉の有への研究的な問のための地平すら包み隠されている。>
166

従 って,Redeを 中心に左された 『有 と時 』での言葉 のとりあげ方は,〈 言葉の有〉 を主題的

にとりあげる後の言葉の とりあげ方 とは,始 めか ら違 った ものなのであり,何 もハイデッカーの

言語観 が変更されたとい うことではない。む しろ,『 有 と時 』に於 て予料 された言葉 その ものへ

の問いが・後 に主題化 されて くるとい うことにす ぎまい。UH59ハ イデ ッカーの他の思惟 に も

いえることであるが,言 わゆるKehreと い うことも,以 前 の立場 を否定 しく他の立場〉へ と変

更 して移 ると言 った 「転向」的な意 味あいは全 くないのであーり, 有へ の問Nの 進展 ととUH72

もr,2〈思惟 の道の一つの滞留地>US98が ただ後に残 されただけなのである・〈哲学その もの

の本性はいつ も哲学 自身に対 して向 き直 るkehren。 そ して根源的な哲学ほど・ますます純粋 に

この 自己転 回に吾 いて躍動 し,そ して この円環の旋回 もほとんど無 の辺縁に接す るほど遙か遠 く
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』に抽 し出されてNる>

NI24

〔哲 学(西 哲 史)修 士課 程 一 回生〕
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